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３
年
生
の
２
名
が
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に

糸
島
産
の
真
鯛
と
福
岡
名
物
の
明
太
子
を

使
っ
て
「
明
鯛
子
パ
ン
」
を
開
発
し
コ
ン
テ

ス
ト
に
応
募
し
ま 

し
た
。
こ
の
パ
ン 

は
今
後
商
品
化
を 

行
い
た
い
と
思
っ 

て
い
ま
す
。 

平成２９年２月１日（水） 発行 

 

１
月
11
日
、
福
岡
調
理
専
門
学
校
の
先
生

に
よ
る
魚
捌
き
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
40
セ
ン
チ
前
後
の
鯛
を
３
枚
お
ろ
し
に

し
た
後
、
ベ
ー
コ
ン
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
パ
ス
タ
に
オ
ー
ブ
ン
焼
き

し
た
鯛
の
切
り
身
と
バ
ジ
ル
を
添
え
た
贅
沢

な
１
品
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
硬
い
骨
で
も
包
丁
の
入
れ
方
で
簡
単
に
切

れ
る
こ
と
、
切
る
時
の
魚
の
向
き
や
包
丁
の

動
か
し
方
な
ど
細
か
く
教
え
て
い
た
だ
き
、

魚
の
捌
き
方
の
基
礎
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
本
格

的
な
料
理
ま
で
学
べ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
」 

柚
木
瑠
音(

前
原
西
中
） 

 

１
月
17
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）
の
３
泊
４
日
の
日
程

で
修
学
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。 

 

研
修
地
は
長
野
県
飯
山
市
に
あ
る
戸
狩
温
泉
ス
キ
ー
場

と
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
本
社
が
あ
る
東
京
都
港
区
台
場
で
す
。
４

日
間
、
全
５
講
座
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
研
修
を
通
し

て
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
集
団
行
動
の
大
切
さ

な
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
生
徒
は
、
民

宿
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
、「
も
ち
つ
き
」
や
「
笹
ず
し
」
づ

く
り
を
通
し
て
、
宿
の
方
々
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

こ
れ
か
ら
の
糸
島
農
業
高
校
を
牽
引
す
る
新
規
役
員
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、
全
校
生
徒
が
成

長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

生
徒
会
役
員 

会
長:

久
間
彩
愛(

内
浜
中) 

副
会
長:

原
涼
太(

前
原
東
中) 

谷
口
友
梨(

前
原
中)

田
中
雄
大(

金
武
中)

石
橋
虎
之(

元
岡

中)

阿
部
拓
真(

前
原
東
中)

坂
田
翔(

二
丈
中)

小
島
聡
太(

前

原
西
中)

太
田
理
貴(

前
原
西
中)

明
利
達
哉(

玄
洋
中)

上
野

鈴
果(

志
摩
中)

一
坊
寺
未
樹(

志
摩
中)

池
香
史
朗(

前
原
中)

小
林
梨
奈(

前
原
中)

高
橋
優
菜(

前
原
西
中)

長
浦
辰
彦(

姪

浜
中)

赤
穂
真
弘(

下
山
門
中)

伊
藤
麻
衣(

志
摩
中)

瀧
井
朱

(

西
陵
中)

戸
田
健
慎(

前
原
中)

鍵
市
若
菜(

志
摩
中) 

農
業
ク
ラ
ブ
役
員 

会
長:

田
中
亜
雅
志(

次
郎
丸
中) 

副
会
長:

伊
東
山
ち
ひ
ろ(

前
原
東
中)･

渡
邉
紀
樹(

内
浜
中) 

吉
住
遥(

前
原
東
中)

仲
西
晃
輝(

前
原
中)

久

家
典
子(

前
原
中)

西
原
徳
修(

次
郎
丸
中)

本

田
和
樹(

前
原
中)

川
原
勇
太(

玄
洋
中)

橋
本

智
哉(

志
摩
中)

小
山
紗
輝(

前
原
中)

山
方
由

加
里(

前
原
中)

立
川
雄
大(

原
北
中)

新
納
穂

南(

舞
鶴
中)

谷
丸
侑
哉(

志
摩
中) 

スキー・スノーボード 

研修開校式 

研修初日は快晴でした! 

雪がまぶしい!! 
みんなで昼食タイム 

記憶に残った 

ナイタースキー 

リアル雪だるま･･ 

モデルは誰だ!? 

 

農
業
ク
ラ
ブ
が
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
て
作
成
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
使
っ
た
手
作
り
お
守
り

を
添
え
て
、
糸
農
み
か
ん
100

kg
と
農
業
技
術
科
手
作
り
の

お
菓
子｢

は
る
か
な
か
り
ん
と
う｣

を
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま

ご
こ
ろ
へ
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
６
回
目
の
活
動
と
な

り
ま
す
が
、
ま
だ
高
齢
の
方
々
が
新
地
町
の
仮
設
住
宅
に
お

住
ま
い
で
、
年
末
年
始
の
交
流
会
等
で
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
無
事
に
農

業
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て

被
災
地
へ
こ
れ

か
ら
も
送
り
続

け
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

毎
週
木
曜
日
、
糸
農
会
館
に
て
甲
斐
先
生
に
ご
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
「
草
月
流
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
季
節
の

花
に
触
れ
な
が
ら
、
美
し
く
生
け
た
い
と
取
り
組
む
時
間

は
集
中
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
作
品
は
正
面
玄

関
と
職
員
室
前
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糸
農
祭
で

は
花
の
種
類
も
多
く
難
し
い
花
材
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
糸
農

会
館
ま
で
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

１
月

24

日
、
農
業
経
済
科
３
年
生
が

「
課
題
研
究
」
の
授
業
に
つ

い
て
一
年
間
の
活
動
を
ま
と

め
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
興
味
が

あ
る
後
輩
達
が
、
研
究
を
引

き
継
い
だ
り
、
新
た
な
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
39
回
福
岡
県
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
に
お
い
て
、
男
子
団

体
９
位
入
賞
を
果
た
し
、
見
事
に
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
一
回
戦
を
福
岡
高
校
と
対
戦
し
惜
し
く
も
敗

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
の
敗
者
復
活
戦
で
糸

島
高
校
、
九
州
産
業
大
付
属
九
州
高
校
、
福
岡
工
業
高
校
に

チ
ー
ム
力
で
勝
利
を
収
め
、
糸
農
柔
道
の
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
標
を
高
く
掲
げ
て
い
る
選

手
達
に
は
悔
し
い
気
持
ち
が
残
り
、
次
の
大
会
に
向
け
て
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
練
習
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

出
場
選
手
一
年: 

清
水 
渚(

前
原
中) 

藤
井 
仁
一
朗(

花
畑
中) 

池
野 

蓮(
二
丈
中) 

出
場
選
手
二
年: 

小
林 

和
究(

元
岡
中) 

福
有 

悠
弦(

志
摩
中) 

日
高 

光
稀(

元
岡
中) 

早朝もちつき大会 

体力勝負です!! 


